
 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も小雪かと思いきや・・・甘かった！ 

昨年 12月 2日に健康保険証の新規発行は終了となり「これからどうなる？」 

という問い合わせが多く寄せられたのでマイナ保険証への移行をまとめました。 

 

 

 現在お持ちの健康保険証は 

退職等で資格喪失に 

ならない限り 

令和７年１２月１日まで 

使用できます。 

 

 

令和６年１２月２日以降の資格取得者には、希望により  

資格確認書を発行。有効期間は４～５年です。 

材質・サイズ・形状は健康保険証と同様の 

プラスティック製・カード型です。→→→ 

マイナンバーカードをお持ちでない方や保険証利用登録を 

していない方に職権でも発行します。 

 

マイナンバーカードを作り 

医療機関のカードリーダーなど

で、早めに利用者登録しておい

た方が良さそうです。                    参考になれば幸いです！ 
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お持ちの健康保険証は R7.12.1まで使える

マイナ保険証でない方は資格確認書で受診できる

経過措置のまとめ



新潟県における外国人雇用状況（令和６年 10 月末時点） 
 

 

 

新潟労働局の取りまとめによりますと、届出が義務化された H19年以降で外国人労働者数、

外国人雇用事業所数ともに過去最高を更新しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国籍別ではベトナムが最も多く、産業別にみると、「製造業」が最も多く、次いで 

「建設業」、「卸売業、小売業」、「宿泊業、飲食サービス業」となっています。 

 

 

在留資格別にみると、「技能実習」が最も多く （外国人労働者数全体の 36.7％）であり、

次いで、「専門的・技術的分野の在留資格１」（同 26.8％）、「身分に基づく在留資格２」が

（同 21.1％）となっています。 

  

トピックス 



有給休暇の取得率上昇とプレゼンティーズム 
 

 

 

厚生労働省から令和６年「就労条件総合調査」の結果が公表されま

した。 

令和５年の１年間に企業が付与した年次有給休暇（繰越日数を除

く。）の取得率は 65.3％（同 62.1％）となり、昭和 59年以降

最も高くなっています。 

10年ほど前には 40％台後半でしたので、実に 20パーセントほども急上昇

していることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時代に適合しない企業は生き残れません。リーダーの考え方に

アップデートの余地がないか、ちょっと立ち止まって考えてみる

のも有益かもしれません。 

もちろん、就業規則などの社内規程のアップデートも忘れずに

しておきましょう。  

トピックス 

◆プレゼンティーズム 

こうした流れの中で、職場の管理職の

中には「最近の若い者は休みばっかり取

っている」と感じる向きがあるかもしれ

ません。 

もしかすると、それは「プレゼンティ

ーズム」に陥っているからかもしれませ

ん。 

 

 

プレゼンティーズムとは、単に職場に物理的に存在すること

を重視する傾向や、長時間労働を美徳とする考え方を指しま

す。実際の生産性や成果よりも、職場にいることを偏重する誤

った労働観、という意味で使われる言葉です。 

 

プレゼンティーズムに凝り固まるのは問題がありますが、一方で、その場にいない

とコミュニケーションが不足したり報連相がスムーズにいかなくなるのも事実でしょ

う。新しい連絡ツールなどがいろいろと登場しているとはいえ、その場にいること、

リアルな対面での情報交換の重要性が消えてなくなることはないでしょう。 

何事もバランスの問題かもしれません。バランスの取れた 

判断をするためには職場のリーダーや管理者の意識が重要と 

なります。 

「会社の売上が減っているのに休みばっかり取って…」と不満

を抱えて憂鬱になるより、売上減の要因を探って対策を考える

ほうが建設的でしょう。 



 

 

 

 

あの世にお金は持っていけない。だからこそ死を意識し、「ゼロ

で死ぬ」を実践すべきだと説く。 

そのためには、まず、喜びを先送りにしてはいけない。人は人生が

永遠に続くかのように日々を生き、老後に備えて貯金している。 

そしてほとんどの人が貯金の多くを使わずに旅立つ。やりたいこと

には「賞味期限」があるため、限られた時間の中で幸福を最大化す

るためには、人生の早いうちに良質な経験をすることが大切である

とし、その方法を提案している。 

また、「ゼロで死ぬ」に対しての反論のひとつに、「自分勝手だ。

子どもに対してはどうするのだ?」というものがある。それに対す

る回答は、「死ぬ前に財産を与える」とし、「寄附」についても同様の主張をしている。 

 著者はアメリカ人で、想定読者もアメリカ人のため、統計データや金銭に対する感覚も日本

人とは異なる点がありますが、非常に興味深い内容でした。 

 

 

2024年本屋大賞を受賞した「成瀬は天下を取りに行く」の 

続編。受験を経て大学生となった成瀬あかりを中心に、成瀬ファン

の小学生、成瀬の父、クレーマーの主婦、観光大使の女子大生など

が織りなす物語を描いた短編集です。最後の章では、幼馴染みで 

漫才コンビを組んだ島崎みゆきも登場します。 

 私は特に、登場人物全員集合の最後の章が楽しかったです。 

年代や立場を問わず対等に交流を深め、独自の「目標」に努力を  

惜しまない成瀬。たくさんのチャレンジの中で一つでも成功すれば

よいという前向きな考え方に励まされます。 

サクッと読めて読後爽快！おススメです。 

 

 

寒い雪の日が続き 

さぶろくさんの散歩もおあずけです。 

春が待ち遠しいですね。 

 

 

「気になる！」を勝手に情報発信コーナー 

今月のさぶろく（8 歳 5 ヵ月）＆ ろくいち（1歳 10 ヵ月） 

書籍   成瀬は信じた道をいく   宮島 未奈 

脱ぎ捨てた 

ダウンジャケットの中に 

隠れていたろくいちくん。 

温かい場所を知っています。 

書籍   DIE WITH ZERO  ビル・パーキンス 


